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第１章  調査及び集計方法について 

 調査の目的 

 

横浜市では、平成 26 年８月に国が策定した「子供の貧困対策に関する大綱」を踏まえ、将来を担う子

どもの育ちや成長を守るとともに、家庭の経済状況によって、養育環境に格差が生まれたり、就学の機

会や就労の選択肢が狭まったりすることなどにより、貧困が連鎖することを防ぐための、実効性の高い

施策を展開していくこと及び支援が確実に届く仕組みをつくることを目的として、平成 28 年３月に「横

浜市子どもの貧困対策に関する計画」を策定した。 

今回、「横浜市子どもの貧困対策に関する計画」が令和２年度に計画期間の終了を迎えることに伴い、

本市において引き続き貧困の連鎖を防ぐための実効性の高い施策を展開し、令和元年 11 月に改定され

た「子供の貧困対策に関する大綱」の趣旨等を踏まえながら、「第２期横浜市子どもの貧困対策に関する

計画」を策定するため、本市の子どもの貧困に関する実態把握を行うことを目的に、「横浜市 子どもの

生活実態調査」（以下、「アンケート調査」とする）を実施した。 

 調査実施概要 

調査の実施概要及び回収状況は次の通り。 

図表１－１ 調査実施概要 

調査名 横浜市 子どもの生活実態調査 

調査期間 令和２年 12 月 17 日～令和３年１月８日 

調査対象 次の対象者及び人数を住民基本台帳から無作為抽出 

①市内在住の５歳児の保護者 4,000 人 

②市内在住の小学５年生の子ども及びその保護者 各 4,000 人 

③市内在住の中学２年生の子ども及びその保護者 各 4,000 人 

実施方法 郵送配布・郵送回収 

調査項目 経済状況、生活環境、就労状況、教育や学習に関すること、子どもの学校生活や抱え

ている悩み など ＜子ども票：全 28 問、保護者票：全 41 問＞ 

有効回答数 
 

対象 配布数 有効回答数 有効回答率 

５歳児の保護者 4,000 2,608 65.2% 

小学５年生 4,000 2,214 55.4% 

小学５年生の保護者 4,000 2,278 57.0% 

中学２年生 4,000 2,006 50.2% 

中学２年生の保護者 4,000 2,091 52.3% 

合計 20,000 11,197 56.0% 
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 貧困の状況の水準について 

 
本アンケート調査で尋ねた一部の設問は、貧困の状況にあると考えられる世帯の割合や、それらが置

かれている状況を把握する目的で設定した。 

この目的に従い、本報告書では、国が国民生活基礎調査により定めている「貧困線」を参考に設定し

た水準に基づいて、貧困の状況にあるかどうかの分類を行い、これを用いてクロス集計を行っている。 

貧困の状況にあるかどうかの分類方法、及びこの分類から算出される「貧困線を下回る世帯で生活す

る子ども等の割合」は、次の通りである。 

 
 
【国民生活基礎調査による「貧困線」の水準設定方法】 

○ 所得額（万円単位で把握）、課税等の額（千円単位で把握）、ならびに世帯⼈員数の情報から、
「等価可処分所得」を算出する。「等価可処分所得」は、世帯の可処分所得（収⼊から税⾦・社
会保険料等を除いたいわゆる⼿取り収⼊）を世帯⼈員の平⽅根で割って調整した所得を指す。 

○ 「等価可処分所得」の中央値の半分の額を「貧困線」として定める。平成 30 年データ1では 124
万円2。世帯の可処分所得額としては、２⼈世帯の場合は 175 万円に相当する。 

○ なお、⼦ども（17 歳以下の者）全体に占める、「等価可処分所得」が「貧困線」未満である世
帯に属する⼦どもの割合を、「⼦どもの貧困率」と呼ぶ。 

 
【本アンケート調査による貧困の状況にあるかどうかの分類】 

○ アンケート調査票で世帯の可処分所得額について世帯員⼈数別に３段階の選択肢を設定し、い
ずれに該当するかを回答していただいた（保護者⽤調査票問 36）。３段階の選択肢は、国⺠⽣
活基礎調査による貧困線の⽔準及び可処分所得の中央値を参考に、独⾃の値を設定した3。 

○ 本報告書では、保護者票問 36 において、世帯員⼈数にかかわらず、１つ⽬の選択肢を回答し
た世帯を「所得区分１」（可処分所得が概ね貧困線未満）、２つ⽬の選択肢を回答した世帯を「所
得区分２」（可処分所得が概ね貧困線以上中央値未満）、３つ⽬の選択肢を回答した世帯を「所
得区分３」（可処分所得が概ね中央値以上）と表している。 

○ 以上を踏まえ、本報告書では「所得区分１」を貧困の状況にあると分類したが、「所得区分２」
であっても可処分所得は概ね中央値未満であり、⽐較的⽣活が苦しい状況にあることが想定さ
れる。 

  

                                                  
1 国民生活基礎調査では前年の収入等について尋ねているため、実際には平成 29 年の値となる。 
2 OECD の所得定義の新基準（可処分所得の算出に用いる拠出金の中に、新たに自動車税等及び企業年金・個人年金等を

追加したもの）に基づいて算出した値。旧基準だと 127 万円。ただし、「124 万円」という値は、令和２年 12 月 22 日付

の厚生労働省プレスリリース（https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/20_21_r021222_houdou.pdf）により修正された値

であり、調査設計及び実施当初においては「122 万円」とされていた。 
3 調査設計当時公表されていた「122 万円」という情報を参考に、貧困の状況にある世帯の割合を若干過大に評価するよ

うに、保護者票問 36 の選択肢を設定した。厚生労働省の情報修正に伴い、今回調査で設定した「所得区分１」の水準は、

当初想定に反して過小になっており、ひいては本市の指標についても過小になる点、留意する必要がある。 
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図表１－２ 調査票（保護者用問 36）での世帯員人数別の可処分所得の分類 

世帯員人数 
可処分所得の分類 

「所得区分１」 「所得区分２」 「所得区分３」 

２人 175 万円未満 345 万円未満 345 万円以上 

３人 210 万円未満 420 万円未満 420 万円以上 

４人 245 万円未満 485 万円未満 485 万円以上 

５人 275 万円未満 545 万円未満 545 万円以上 

６人 300 万円未満 600 万円未満 600 万円以上 

７人 325 万円未満 645 万円未満 645 万円以上 

８人 345 万円未満 695 万円未満 695 万円以上 

９人以上 365 万円未満 735 万円未満 735 万円以上 

図表１－３ 本調査における貧困線を下回る世帯で生活する子ども等の割合4 

 

図表１－４ 国の子どもの貧困率等の割合（参考）5 

 
  

                                                  
4 平成 27 年度に実施した市民アンケート調査は、０歳から 24 歳未満の子どもがいる世帯の保護者を対象としており、

本調査とは対象が異なるため、単純な比較はできない。 
5 国の子どもの貧困率等の算出の基となる国民生活基礎調査は、本調査と可処分所得の算出方法や調査方法等が異なるた

め、単純な比較はできない。また、本市の調査により算出した貧困線を下回る世帯で生活する子どもの割合等は、横浜市

の中での世帯所得の額・分布を基に新たに貧困線を定め、横浜市内における貧困率を算出したものではない、という点に

は留意が必要である。 
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 世帯類型について 

 

本報告書では、上述した貧困の状況にあるかどうかの分類によるクロス集計のほかに、貧困の状況に

陥りやすいと想定される「ひとり親世帯」か否かを判別する「世帯類型」によるクロス集計の結果も適

宜掲載している。 

世帯類型の分類方法については、次の通りである。 
 

○ 本アンケート調査では、回答者の世帯が「ひとり親世帯」に該当するか否かを尋ねる設問を設
けた（保護者⽤調査票問６）。 

○ この設問で「該当しない」を選択した場合は「ふたり親世帯等6」、「該当する」を選択した場合
（ひとり親世帯になった理由は問わない）は「ひとり親世帯」と分類した。 

 

 集計結果の示し方について 

 
次節以降、本アンケート調査の集計結果を掲載するが、以下の点に留意されたい。 

○ 本報告書では、調査票の設問順に集計結果を掲載している。 
○ 集計は、⼩数点以下第２位を四捨五⼊しているため、数値の合計が 100.0％にならない場合がある。 
○ 回答割合（％）は、その質問の回答者数を基礎として算出しているため、複数回答の設問はすべて

の⽐率を合計すると 100.0％を超える場合がある。 
○ 単⼀回答の設問について、複数の選択肢の回答割合の合計に⾔及する場合は、⼩数点以下第２位を

四捨五⼊した値を合計している。 
○ ⽂章中及び図表内の「n=○○」はその設問についての有効回答数を⽰している。 
○ すべての設問について、所得区分（「所得区分１」〜「所得区分３」）別のクロス集計の結果を掲載

しているほか、適宜世帯類型別のクロス集計結果についても掲載している。 
○ 所得区分別のクロス集計結果に関しては、カイ 2 乗検定で統計的に有意な差（有意⽔準５％）があ

る場合には、全体との⽐較の視点で分析コメントを掲載しており、有意な差があるとはいえない場
合には、回答割合が⾼い順に回答結果を紹介するにとどめている。なお、着⽬点としては「所得区
分１」を中⼼に記述しているが、集計結果によっては「所得区分２」に⾔及することもある。 

○ 世帯類型別のクロス集計結果に関しては、カイ 2 乗検定で統計的に有意な差（有意⽔準５％）があ
り、かつ所得区分別クロス集計では説明しきれない要素があると考えられる場合にのみ、グラフ及
びコメントを掲載している。 

○ クロス集計について、全体の有効回答数と、クロス集計の軸に使⽤した設問への回答数は異なるた
め、図表中の n 値は「全体＝所得区分１＋所得区分２＋所得区分３」「全体＝ふたり親世帯等＋ひ
とり親世帯」とはならない。  

                                                  
6 宛名の子どもを育てているのが父親や母親ではない場合（祖父母が養育しているなど）を含んでいる。 


